
科学研究はグローバルな取り組みであり、特に若手研究者にとって
「海外留学」は、科学的発見や進展のみならず、自身のキャリアアップ
に有益な効果をもたらします。日本の科学水準は高く、日本の若手研
究者が自分の専門性を高めるために、また、国内外でポジションを得
るために十分な条件を備えています。一方、欧州には日本のそれとは少
し質を異にした、質の高い研究を遂行できる環境があり、日本の若手
研究者にとって、多様性を養いつつ国際的なネットワークを構築するた
めの有望な目的地となり得ます。本フォーラムでは、現在欧州で活躍し
ている日本人若手研究者あるいは欧州での滞在を終えて日本に戻って
きた研究者にご登壇いただき、科学的成功やキャリアアップのための
国際研究協力の価値について発表していただくとともに、これまでの
欧州や日本での経験をもとにアドバイスをしていただきます。

ご挨拶

基調講演

　マリア・レプティン（Former Director of EMBO）

若手研究者による講演

　鈴木 郁夫（東京大学）

　土松 隆志（東京大学）

　水野 直子（National Institutes of Health, US）

　佐々木 江理子（九州大学）

　中村 友輝（アカデミアシニカ／理化学研究所）

パネルディスカッション／質疑応答

閉会のご挨拶

19：15

19：20

19：30

20：10

20：40

お問い合せ先

第44回日本分子生物学会年会事務局
〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋2-4-4 一ツ橋別館4階（株式会社エー・イー企画 内）
電話：03-3230-2744 　E-mail：mbsj2021@aeplan.co.jp

塩見 美喜子
イリス・ヴィーツォレック

マリア・レプティン

Iris Wieczorek

EMBO-MBSJ Forum for Early Career Researchers 
International Mobility and Exchange Opportunities for Japanese Early-Career Researchers: Experiences from Europe

（東京大学／EMBOメンバー
  第44回日本分子生物学会年会 年会長）

土松 隆志
（東京大学）

中村 友輝
（アカデミアシニカ／理化学研究所）

鈴木 郁夫
（東京大学）

Maria Leptin
（Former Director of EMBO）

水野 直子
（National Institutes of Health, US）

佐々木 江理子
（九州大学）

（株式会社IRIS科学・技術経営研究所／ 
   日本でのEMBOコンサルタント）

2021年12月1日（水）  19：15～20：45
第11会場（パシフィコ横浜 会議センター4階 414+415）・オンライン

スケジュール

第44回日本分子生物学会年会

※マリア・レプティン先生以外の講演は日本語で行われます。質疑も日本語ベースで行われます（英語での質疑も可）。


